
 高知県病害虫防除所作成資料 

             平成28年２月８日 

高知県病害虫発生予察１月月報及び予報第１１号（２月） 

              野菜類ダイジェスト版 

 

● 抑制・促成キュウリ（中央部・中西部・西部） 
 

べと病   発生量：平年並 うどんこ病 発生量：平年並 

発生面積：中央部；平年並、中西部；平年並、西部；平年並 発生面積：中央部；平年並、中西部；少、西部；平年並 

  
 

２月の降水量は平年並～多めと予想されるため、べと病の増加に注意してください。うどんこ病、べと病とも、蔓延すると防除が

困難となりますので、早めに発見して防除を行うとともに、適正な温湿度及び肥培管理により草勢の維持を図ってください。（べと

病参考薬剤：リドミルゴールドMZ、ジャストフィットフロアブル、ブリザード水和剤）（うどんこ病参考薬剤：パンチョTF顆粒水和剤、フ

ァンベル顆粒水和剤、プロパティフロアブル） 

 

黄化えそ病 発生量：やや少 ミナミキイロアザミウマ 発生量：やや多 

発生面積：中央部；平年並、中西部；少、西部；少 発生面積：中央部；多、中西部；少、西部；少 
  

2月の気温は平年並～高めと予想されるため、既発ほ場ではミナミキイロアザミウマが増殖し、黄化えそ病も進展すると考えられ

ます。媒介虫であるミナミキイロアザミウマの防除を徹底し、伝染源となる黄化えそ病発病株を早期に除去してください。キュウリ生

長点部に寄生するミナミキイロアザミウマは発見が困難で、薬剤もかかりにくく、密度が高くなると防除が難しくなることから、初期防

除を心がけてください。 
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● 促成ナス（東部・中央部・西部） 
 

うどんこ病 発生量：平年並 黒枯病   発生量：やや多 

発生面積：東部；平年並、中央部；少、西部；平年並 発生面積：東部；やや多、中央部；やや多、西部；やや多 

  

発生面積、程度とも先月より減少しています。2月の気温は平

年並～高めと予想され、病勢が進展すると思われます。温湿度

管理、草勢管理を適正に行いましょう。（参考薬剤：パンチョTF

顆粒水和剤、プロパティフロアブル、※パルミノ（スワル×）） 

県全域で先月より発生面積、程度とも減少したものの、平年よ

りやや多い傾向で推移しています。２月の降水量は平年並～多

めと予想されており、今後も発生に注意が必要です。（参考薬

剤：ロブラール水和剤、ダコニール1000、ゲッター水和剤） 

 

すすかび病 発生量：やや少 タバココナジラミ 発生量：平年並 

発生面積：東部；やや少、中央部；平年並、西部；やや多 発生面積：東部；平年並、中央部；やや多、西部；少 

  

県西部では発病程度もやや高くなっています。２月の降水量

は平年並～多めと予想されているので、今後も病勢の進展が続

くと考えられます。（参考薬剤：アフェットフロアブル、トリフミン乳

剤、ダコニールフロアブル） 

天敵の定着しているほ場では、急激な密度上昇はないと思

いますが、現在発生が多めのほ場では今後の発生動向に注意

しましょう。（参考薬剤：※コルト顆粒水和剤（タバコカスミ×）、※

モベントフロアブル（スワル×）） 

 

ミナミキイロアザミウマ 発生量：少 ホコリダニ類 発生量：少 

発生面積：東部；少、中央部；少、西部；少 発生面積：東部；少、中央部；少、西部；少 

  

天敵の定着しているほ場では、急激な密度上昇はないと思

いますが、気温の上昇にともない、徐々に発生が増加すると考

えられます。天敵、害虫それぞれの発生状況をこまめに確認

し、被害の拡大が予想される場合には対策を行いましょう。 

気温の上昇にともない発生が見られ始める可能性がありま

す。発生に注意し、薬剤防除を行う場合は成長点付近を中心

に、周辺株も含めしっかり散布を行いましょう。（参考薬剤：スタ

ーマイト、※パルミノ（スワル×）） 
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● 促成ピーマン（東部・中央部・中西部） 
 

うどんこ病 発生量：平年並 斑点病 発生量：多 

発生面積：東部；平年並、中央部；平年並、中西部；少 発生面積：東部；平年並、中央部；多、中西部；平年並 

  

２月の降水量は平年並～多めと予想されるため、特に斑点病の増加に注意してください。両病害とも蔓延すると防除が困難に

なるので、予防散布及び初期防除に努めてください。散布の際は下葉や葉裏へのかけ残しのないように丁寧に散布してください。

（うどんこ病参考薬剤：硫黄粒剤（こなでん）、※パンチョTF顆粒水和剤（ピーマンのみ）、※スコア顆粒水和剤（ピーマンのみ）、トリ

フミン水和剤）（斑点病参考薬剤：※アミスターオプティフロアブル（ピーマンのみ）、カスミンボルドー） 

 

黒枯病  発生量：やや少 タバココナジラミ 発生量：平年並 
発生面積：東部；多、中央部；少、中西部；平年並 発生面積：東部；やや多、中央部；平年並、中西部；多 

  

発生程度も東部のみ高くなっています。２月の降水量は平年

並～多めと予想されるため、病勢が進展すると予想されます。

発病葉については早めに除去し、ほ場外へ持ち出して発生の

拡大防止に努めましょう。（参考薬剤：トップジンM水和剤、※ダ

コニール1000（ピーマンのみ）、ストロビーフロアブル） 

天敵類の定着状況にもよりますが、コナジラミの成虫のみが

見られる場合には、特に問題とはならず、天敵のエサとなってい

る程度だと考えられます。天敵類が見えない状態で、コナジラミ

の幼虫が多く見られる場合には薬剤防除を行いましょう。（参考

薬剤：※ベネビアOD（ピーマンのみ）、※モベント（スワル×） 
 

ミナミキイロアザミウマ 発生量：少 ヒラズハナアザミウマ  発生量：平年並 

発生面積：東部；やや少、中央部；少、中西部；少 発生面積：東部；多、中央部；平年並、中西部；少 

  

ミナミキイロアザミウマの発生程度は県全域で低めとなっており、ヒラズハナアザミウマの発生程度は中央部と中西部で平年並と

なっています。気温上昇にともない、天敵の定着していないほ場では、密度の増加が考えられます。天敵導入ハウスでは、天敵の

定着までは薬剤の散布は極力控え、散布する場合は影響の少ない農薬を選定しましょう。（参考薬剤：※ベネビアOD（ピーマンの

み）、※モベント（スワル×） 
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● 促成トマト（中央部） 
 

灰色かび病  発生量：平年並 葉かび病  発生量：多 
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発生程度は低くなっていますが、２月の降水量は平年並～

多めと予想されるため、発生が増加すると考えられます。適切

な温湿度管理を行い、初期防除に努めましょう。（参考薬剤：ア

フェットフロアブル、セイビアーフロアブル20、スミブレンド水和

剤） 

主に下葉への発生が散見され始めました。２月の降水量は

平年並～多めと予想されるため、上位へ進展する可能性が

ありますので、初期防除を心掛けてください。（参考薬剤：スコ

ア顆粒水和剤、トリフミン水和剤、ダコニール1000、ファンベ

ル顆粒水和剤） 
 

すすかび病 発生量：多 うどんこ病 発生量：多 

  

すすかび病、うどんこ病ともに、発生面積は先月より増加しています。２月の降水量は平年並～多めと予想されるため、特にす

すかび病が拡大する可能性があるので注意してください。適切な温湿度管理、草勢管理および防除を行い発生の増加を防止しま

しょう。（すすかび病参考薬剤：葉かび病参照）（うどんこ病参考薬剤：アフェットフロアブル、パンチョTF顆粒水和剤） 

 

トマト黄化葉巻病（TYLCV） 発生量：少 タバココナジラミ 発生量：少 

  

先月からトマト黄化葉巻病の増加は見られず、媒介虫であるタバココナジラミも発生の少ない状態が続いています。発病株は感

染源になりますので可能な限り除去し、気温の上昇にともないタバココナジラミの発生が見られる可能性があるので、確認されれば

初期に防除しましょう。（参考薬剤：コルト顆粒水和剤、モベントフロアブル（サビダニ同時防除可能）） 
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